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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適
切である

37.5% 62.5%
小学生となると狭さも出てくる
ため、個別によるプログラムを
行い対応できる点

広さで可能な運動を検討しつ
つ、補足部分を個別で補える
ようチームで検討していく。

2 職員の配置数は適切である 87.5% 12.5%
人数は適切に感じるが、人に
よって能力差があり、対応力
の差が出る

3
事業所の設備等について、バリアフリー化の配
慮が適切になされている

87.5% 12.5%
エレベーターがあるため、必要
に応じて階段を避けられるよう
な対応も行っている。

スムーズな対応ができるよう
に事前の情報収集が必要で
ある。

4
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設
定と振り返り）に、広く職員が参画している

100.0% 0.0%
役割を分けて、プログラムの
作成や送迎表の作成など偏り
がでないよう工夫している。

一部のスタッフだけになってい
ることがある

5
保護者等向け評価表を活用する等によりアン
ケート調査を実施して保護者等の意向等を把握
し、業務改善につなげている

100.0% 0.0%
利用者目線での意見を取り入
れている。

昨年度から取り入れ、ご意見
を取り入れながら検討しより
良い環境作りに努めている。

6
この自己評価の結果を、事業所の会報やホーム
ページ等で公開している

87.5% 12.5%
今年度から開始し、多くの方
へ見えるような体制としてい
る。

7
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務
改善につなげている

87.5% 12.5%
アンケートを実施し、評価結果
を受けて事業所の修正に充て
ている。

現状は取り入れていないが、
今後は外部評価を取り入れて
より良い改善を図っていきた
い。

8
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を
確保している

100.0% 0.0%

研修の参加人数のばらつき
がある。受けれなかった際は
紙面にて後日共有を行ってい
るので、そこは良い点と感じ
た。

9
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後
等デイサービス計画を作成している

100.0% 0.0%

10
子どもの適応行動の状況を把握するために、標
準化されたアセスメントツールを使用している

87.5% 12.5%
アセスメントツールはないが、
おおよそ行動のパターンの共
有、対策を施している。

11 活動プログラムの立案をチームで行っている 100.0% 0.0% チームで検討している点
送迎等で全員での検討が難し
いため、時間の確保ができる
ようスケジューリングが必要。

12 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 100.0% 0.0%

週を追うごとに難易度を上げ
ていくなど、常に固定化しない
ような工夫を施している。
また、難しかった児童に対して
もフォローができるような修正
も行っている。

年齢層が日によって変動があ
るため、日ごとに調整できるよ
うな検討会は必要と感じた。

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細や
かに設定して支援している

87.5% 12.5%

季節に応じた内容のプログラ
ムなどを取り入れ、楽しめるよ
うな要素も常に意識して設定
している。

課題設定の難易度に偏りが
出ないような課題設定は必要
である。

14
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を
適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を
作成している

100.0% 0.0%

15
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その
日行われる支援の内容や役割分担について確
認している

100.0% 0.0%

朝礼に参加できない方向けに
昼礼を開き、午前の振り返り
や最新情報を踏まえた検討を
行っている。

注意事項は特に共有して起
き、一日の中で送迎も含めて
安全に過ごせるような環境設
定を心掛けている。

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた
点等を共有している

75.0% 25.0%
朝礼などで共有事項があれば
共有している点。

送迎でその日のうちに振り返
れないこともあるため、後日
の共有や特記事項に関して
はなるべくその日のうちに共
有できる体制を整える。

17
日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底
し、支援の検証・改善につなげている

100.0% 0.0%
活動の様子を記録しいつでも
閲覧可能な状態にしている。

様子で分からないことがあれ
ばいつでも検討できるような
環境にしていきたい。

18
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサー
ビス計画の見直しの必要性を判断している

100.0% 0.0%
管理者と担当者を含めたサ
ポート体制を構築している。

モニタリングの時間を確保し、
適切な対応を心がける。

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わ
せて支援を行っている

100.0% 0.0%

プログラム作成時にガイドライ
ンを参考にしながら、各職員
の目線でアレンジを行ったりと
工夫して作成を行っている。

エビデンスに基づいた作成を
心掛けていきたい。
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20
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議
にその子どもの状況に精通した最もふさわしい
者が参画している

100.0% 0.0%
児童発達責任者と担当者で参
加するなど、より良い検討がで
きるよう努めている。

21

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交
換、子どもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送
迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に
行っている

87.5% 12.5%

場合によっては保護者様にも
場所の確認のために同席して
もらうなど円滑な対応ができる
よう努めている。

学校側との共有もより強化し
ていきたい。

22
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合
は、子どもの主治医等と連絡体制を整えている

50.0% 50.0% 提携機関がある。

現状、重度の医ケア児のご利
用はないが、リスク管理や今
後を踏まえ定期的な共有や緊
急時の対応方法の共有はし
ていきたい。

23
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こ
ども園、児童発達支援事業所等との間で情報共
有と相互理解に努めている

87.5% 12.5%
現状は共有事例が少ないた
め、今後はより連携強化に努
めていきたい。

24

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所か
ら障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、
それまでの支援内容等の情報を提供する等して
いる

75.0% 25.0%
現状は共有事例が少ないた
め、今後はより連携強化に努
めていきたい。

25
児童発達支援センターや発達障害者支援セン
ター等の専門機関と連携し、助言や研修を受け
ている

87.5% 12.5%
現状は共有事例が少ないた
め、今後はより連携強化に努
めていきたい。

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、障がい
のない子どもと活動する機会がある

25.0% 75.0%
現状は開催予定がない。
ご希望に応じて検討していき
たい。

27
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加して
いる

12.5% 87.5%
現在、自立支援協議会への
参加はない状況である。

28
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解を
持っている

87.5% 12.5%
送迎の際にその日の活動の
様子など密な連携を心掛けて
いる。

ご希望に応じて事業所内相談
を行うなどが必要。

29
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者
に対してペアレント･トレーニング等の支援を行っ
ている

62.5% 37.5%
心理士による保護者相談を展
開している。

ペアレントトレーニング等は実
施していない。

30
運営規程、支援の内容、利用者負担等について
丁寧な説明を行っている

87.5% 12.5%
ご契約時に利用者負担額や
上限管理について説明を行っ
ている。

契約の際は長時間の説明に
なるので分からないことがあ
ればいつでもお問い合わせい
ただけるような環境設定を心
掛ける。

31
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適
切に応じ、必要な助言と支援を行っている

100.0% 0.0%
お問い合わせがあれば、保育
士や心理士による相談機会は
設けている。

気になることがあれば、都度
相談できるような環境作りが
必要である。

32
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開
催する等により、保護者同士の連携を支援して
いる

25.0% 87.5%
現状、父母の会の開催予定
はないが、ご希望に応じて対
応していきたい。

33

子どもや保護者からの苦情について、対応の体
制を整備するとともに、子どもや保護者に周知
し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応し
ている

100.0% 0.0%
組織図に基づいた連携図を設
定しており、迅速に対応できる
よう努めている。

個々でも対応できるような育
成も必要である。

34
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対し
て発信している

62.5% 37.5%
今後は、SNSを活用した発信
も検討している。

35 個人情報に十分注意している 100.0% 0.0%

漏洩を防ぐため、支援員の個
人電話等に記録は残さないよ
う徹底している。また個人情報
の重要性を研修等で常に呼び
かけている。

今後も徹底した守秘義務に関
しての意識付けを心掛ける。

36
障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮をしている

87.5% 12.5%
利用者に応じた対応方法は常
に検討している。

37
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に
開かれた事業運営を図っている

37.5% 62.5%
現状は招致までは出来ていな
いため、今後の課題として検
討していきたい。
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38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアルを策定し、職員や保護者に周知
している

100.0% 0.0%
要事項説明書や事業所独自
の「ご利用にあたってのしお
り」に詳細を掲載している。

公開までには至っていないた
め、今後は発信できるように
改善していく。

39
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ
の他必要な訓練を行っている

100.0% 0.0%
全利用者様ではないが、一緒
に避難訓練を執り行っている。

ご利用者様にも伝わる内容で
安全にご利用いただけるよ
う、訓練を実施したい。

40
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保す
る等、適切な対応をしている

100.0% 0.0%

虐待防止の研修は必ず行って
おり、全国の事例も伝えるよう
にしている。
また、入職したての支援員に
対して、児童に対する接し方
の中で虐待の定義や想定した
内容や対応策等の伝達を行っ
ている。

日々の支援の中で、各職員が
呼びかけあい、意識をしてい
けるような環境作りを行う。

41
虐待防止委員会及び身体拘束適正化検討委員
会を定期的に開催し、その結果について従業者
に周知徹底している

100.0% 0.0%
定期的に情報共有を行い、リ
スク管理として職員との共有を
図っている。

各職員が自発的に防止策を
練っていけるような意識付け
を行っていく。

42

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか
について、組織的に決定し、子どもや保護者に事
前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デ
イサービス計画に記載している

37.5% 62.5%

契約時に身体拘束については
必ずご説明をし、
その内容に同意を得たうえで
同意書にもご署名・押印をい
ただいている。

身体拘束についても研修の内
容の中で触れているが、継続
して研修では取り上げていく。

43
食物アレルギーのある子どもについて、医師の
指示書に基づく対応がされている

100.0% 0.0% 食事提供はない。

44
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有し
ている

87.5% 12.5%
専用のファイル（紙媒体）を閲
覧可能なようにしている。

細かなことでも作成を各支援
員が意識し、様々な事象を防
ぐ能力や対応力をつけていき
たい。
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